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探究的な学びの姿の実現を目指した 

組織的に単元計画の修正・改善を図る取組の実践 

－探究のプロセス「整理・分析」場面に着目して－ 

 

紀の川市立池田小学校 

教諭 西 中 善 彦 

 
【要旨】 

 本研究では，児童の探究的な学びの姿と教師の意図をもった指導の実現を目指して「単

元見直しシート」を開発し，所属校の教師らと組織的かつ協働的に単元計画の見直しに取

り組んだ。単元計画を見直す際に「整理・分析」場面に着目したことで，児童は，「整理・

分析」場面の学習において活発に思考し，探究への意欲の高まりを実感し，教師は「整理・

分析」場面を基点として単元全体を見通し，探究の各プロセスにおける学習活動に明確な

意図をもって授業を展開することができた。  

 

【キーワード】 

 探究的な学び，探究のプロセス，整理・分析，単元計画，単元見直しシート，組織的，

協働的，思考ツール 

 

１ 研究の背景と目的 

総合的な学習の時間（以下，総合と略記）では，探究的な学びの充実が求められている。

その実現には，探究的な学習を通して育成したい児童の資質・能力を明確に示した目標と，

その目標を基に作成する単元計画が必要である。小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解

説総合的な学習の時間編（以下，学習指導要領と略記）には，単元計画の基本的な考え方

として，「学校として既に十分な実践経験が蓄積され，毎年実施する価値のある単元計画が

存在する場合でも，改めて目の前の児童の実態に即して，単元づくりを行う必要がある。」

（※１）ことが示されている。 

所属校では，総合の目標を基に学年間の系統性や学年に合わせた探究課題を設定し，探

究のプロセスの各過程における児童の学びの姿が見える学習活動を示した単元計画（前期・

後期）がある。その単元計画は，校務分掌において，総合を担当していた筆者が作成した

ものが多く，実際に指導する教師の意図やねらいが十分に反映されているとは言えないた

め，授業における具体的な指導や児童の学びの姿をイメージすることが難しくなっている。

特に，「整理・分析」場面における学習活動を明確に示すことができず，指導に不安を抱え

ている教師がいる。筆者のこれまでの実践を振り返ってみても「整理・分析」場面におい

ては，収集した情報を共有するだけに終始してしまい，児童の新たな発見や課題意識につ

なげることができていなかった。 

田村（2015）は，探究のプロセスのうち「整理・分析」場面は，授業のイメージがしに

くく，実現が難しいとし，「思考ツールを活用すれば，これまで指導しにくかった『整理・

分析』場面においても，子どもが主体的に学習活動に取り組み，収集した情報を比較，分

類，関連付けなどして整理・分析していく授業を実現することができる。」（※２）と述べて

いる。また，加藤（2021）は，「『整理・分析』の過程で情報が不足していることに気づけ

ば，再度情報の収集に取り組むことも考えられる。あるいは，『整理・分析』の過程で，設

定した課題を再度見直し，学習課題を再設定することも考えられる。」（※３）と述べており，

「整理・分析」場面が探究のプロセスの中心的な役割を担っているとしている。 

以上のことから，「整理・分析」場面における学びの充実が，探究的な学びの更なる充実

につながると考えた。そこで，「整理・分析」場面の授業改善に取り組み，そこで得られる



和歌山県教育センター学びの丘研修員報告書(2022)-1 
 

 

成果と課題を単元計画の見直しに生かす

ことができれば，本研究にある課題の解

決に迫ることができると考え，図１に示

すように研究を進めることにした。 

 

２ 研究の方法 

（１）「整理・分析」場面の授業改善 

前項で述べたように，「整理・分析」場

面の授業の実現には，思考ツールが有効

であるとされている。本研究においても，

児童の探究的な学びの姿と教師の意図を

もった指導の実現を目指して「整理・分

析」場面で効果的に思考ツールを活用す

るよう授業改善に取り組む。 

所属校における総合の単元は，前期・後期をそれぞれ 35 時間として年間２単元を設定し

ている。１つの単元が約半年の期間を要し，筆者が継続して授業に関わることが難しい。

そこで，本研究の授業実践は，所属校の協力教員が行い，筆者は協力教員とともに検証を

進めることとした。前期単元における「整理・分析」場面の授業改善が，児童の学びの姿

と教師の指導にどんな効果があるのかについては，協力教員へのインタビューや児童のワ

ークシート等の成果物から検証する。 

（２）単元計画を見直す手立てとする「単元見直しシート」について 

前期単元の「整理・分析」場面における授業研究により得られる結果を踏まえて，後期

単元の計画の見直しを図る。その手立てとなるように，学習指導要領や「今，求められる

力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」を参考に筆者が作成した「単元見直し

シート」を用いる。内容は，図２に示している５つのシートで構成している。使いやすく，

見やすくするための工夫として，全てのシートを見開き２ページで確認できるようにした。 

 ①のシートには，総合における目標の設定，単元計画の基本的な考え方，探究のプロセ

スの３点について，学習指導要領等から内容を抜粋したものを筆者が整理して示している。

１つのシートにまとめることで，総合の指導や単元計画に関する基本的な考え方を捉えら

れるようにしている。 

②のシートでは，単元目標の書き方や「単元見直しシート」全体の使い方等の説明を，

単元計画の具体例を基に捉えることができるようにしている。 

単元見直しシート内の５つのシート  

①総合の単元計画に関わる基本的な考  

え方を示すシート 

②「単元見直しシート」の使い方を示す 

シート 

③具体的な学習活動や手立てを記した  

実践例を示すシート 

④当該学年の単元計画を見直し・改善  

を図るシート 

⑤「整理・分析」場面で活用を想定する  

思考ツールを試すシート  

① ② 

③ ④ ⑤   

図１ 研究構想図 

成
果 

課
題 

【
後
期
単
元
】 

「整理・分析」場面に着目した 

単元計画の見直し
単元見直しシート 

【
前
期
単
元
】 

単元計画を見直す手がかりを探る

「整理・分析」場面の授業改善  
思考ツール 

期待する

成果 

教師の意図をもった指導 

児童の探究的な学びの姿の実現  
 

図２「単元見直しシート」の構成と内容 
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 ③のシートには，単元計画の見直し・作成の際の参考資料として，所属校における実際

の単元計画を示している。 

④のシートは，実際に当該学年の単元計画の見直し・改善を図ることができるフォーマ

ットを示している。左ページを単元の概要，右ページを単元の詳細とすることで，単元目

標や評価規準，育てたい児童の姿を意識しながら，学習活動と教師の手立てについて検討

できるようになっている。Excel の機能を用いて，探究の各プロセスを選択できるドロッ

プリストや時数を自動計算するセル等を作成し，可能な限り入力等の手間を省けるように

工夫をしている。単元のおおまかな枠組みや時数は，既存の単元計画を基にしているが，

探究のプロセスの各過程における具体的な教師の手立てや活用したいツールについては，

学習活動を想定しながら，指導する教師自ら設定する。これにより，探究のプロセスを意

識した指導及び，児童の探究的な学びの姿の実現に迫ることができると考える。 

⑤のシートには，④のシートで設定した「整理・分析」場面で活用を想定する思考ツー

ルを教師自身が試すことができるようになっている。思考ツールをドロップリストで選択

すると，対応する思考ツールの図が出現する仕組みにしている。そして，選択した思考ツ

ールの図を印刷すれば，児童と同じように思考ツールを使うことができる。また，タブレ

ット端末での利用場面を想定し，その使い方の例も示している。このように，児童が授業

の中で何をどのように整理・分析するのかを教師同士で協議し，明確なねらいと具体的な

学習活動を設定することができるようにしている。 

（３）「単元見直しシート」の活用に向けて 

総合における探究的な学びの充実を目指して，学習指導要領では，「全教職員が協力して

全体計画及び各学年の年間指導計画，単元計画などを作成し，互いの専門性や特性を発揮

し合って実践していく」（※４）必要があることが示されている。「単元見直しシート」を活

用し単元計画の修正・改善を図る際にも，所属校全体で取り組めるように，現職教育を実

施する。現職教育では，「整理・分析」場面の設定に着目して単元計画を見直す意図や「単

元見直しシート」の概要について説明する。その後，「単元見直しシート」を活用し，各学

年に分かれて後期単元の計画を見直していく。この取組が，児童の探究的な学びの姿と教

師の意図をもった指導の実現に効果的であったかを確かめるために，現職教育に関する教

師らの感想や後期単元における児童の学びの姿について分析する。授業の分析に当たって

は，教師が設定したねらいに沿って授業が展開されたかを視点とし，児童の振り返り等の

記述から分析する。 

 

３ 単元計画見直しに向けた提案授業 

（１）前期単元における「整理・分析」場面の提案授業 

 第４学年の前期単元「ふるさとの池」において，「整理・分析」場面に有効な手立てと考

える思考ツールを活用した提案授業とその分析に取り組んだ。指導案の作成は筆者が行い，

本時の目標や思考ツールの選定については，筆者と協力教員が協働して検討を行った。単

元計画に「整理・分析」場面が２回設定されていたため，提案授業についても２回行った。 

  ア １回目の提案授業の概要（R４.６.８実施） 

 １回目の「整理・分析」では，収集した情報を関連付けたり分類したりして，探究して

いく視点を明らかにし，見通しをもつことをねらいとした。校区のため池でのフィールド

ワークで，児童らは，ため池に関する「初めて知っ

たこと」「見て感じたこと」「知りたいこと」「疑問に

思ったこと」など多様な情報を収集した。収集した

情報を基にして，探究していく視点を明確にするた

めに，収集した情報の中から各自が「知りたいこと」

や「疑問に思ったこと」を取り出し，付箋に書き出

して整理した。その後，４人の学習班を編成し，児

童それぞれが書き出した付箋を持ち寄って，互いの

意見を関連付けたり，分類したりしながら，整理し

た（図３）。さらに各班で関連付け・分類した情報を

全体で共有し，学級で探究していく視点を探ってい

生き物 かんきょう  

れきし 

役わり 

図３ 付箋を用いて整理した情報 
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った。このような学習活動を経て，収集した情報は，

ため池の「役割」，「生き物」，「環境」，「歴史」の４

つの視点に分類された。その４つの視点をフィッシ

ュボーン（図４）に書き入れることで，次時からの活

動を明確に見通すことができるようにした。 

イ ２回目の提案授業の概要（R４.７.１実施） 

１回目の「整理・分析」の後，児童らが見いだし

た４つの視点に応じて，それぞれの専門家から話を

聞き，情報を収集した。収集した情報は，フィッシ

ュボーンに整理して書き込んでいった。フィッシュ

ボーンに整理された情報を見返すと，ため池に関す

る知識を得ることができた一方で，ため池が抱える

問題についても知ることになった。そこで，さらな

る探究的な学びを目指して，２回目の「整理・分析」

では，ため池が抱える問題から原因を見いだし，解

決策について考えることを通して，今後の活動に見

通しをもつことをねらいとした。授業のはじめに，

収集した情報の中からため池が抱える問題を取り

出し，ピラミッドチャート（図５）に整理し直した。

その後，なぜ問題が起きているのかについて学級全

体で話し合い，児童自ら問題点から共通する原因を

見いだすことで，解決策へと思考がつながるように

授業を展開した。解決策を考える視点を絞るため

に，共通する原因を学級全体で共有し，ため池が抱

える問題は，人の行動が原因になっていることに気

付けるようにした。そして，人に働きかける解決策

を考える手立てとして，座標軸チャート（図６）を用

いた。座標軸チャートの視点に沿い，問題解決に向

けて，自分達に何ができるのかを考え，次時からの

活動に見通しをもてるようにした。 

（２）分析と考察 

「整理・分析」場面の提案授業が児童の学びの姿

と教師の指導にどのような効果があったのかを確

かめるために，協力教員へのインタビュー調査や児

童の振り返りの記述について分析した。授業を振り

返る質問に対して協力教員からは，「具体的な学習

活動や手立てを前もって構想することで，ねらいを

明確にもって授業を展開することができた。」また，

「『整理・分析』場面が基点となって，単元全体を

考えることにつながり，児童の学びのゴールの姿を

より意識することができた。」といった発言があり，

「整理・分析」場面の学習活動を想定し，手立てま

で構想していたことについて肯定的に捉えている

ことがわかった。 

１回目の提案授業の児童の振り返り（図７）には，

「みんなで考えるとまとめることができた。」や「フ

ィッシュボーン使うとわかりやすく考えることが

できた。」という記述が見られ，思考ツールを用い

る良さを実感している様子がうかがえた。このよう

な振り返りは，他の児童の記述にも見られ，思考ツ

図４ ため池について探究していく視 

点をまとめたフィッシュボーン 

図５ ため池が抱える問題から解決策 

を見いだすピラミッドチャート 

【問題点】 

【原因】 

【解決策】 

図６ 解決策を見いだす座標軸チャート 

図７ １回目の提案授業の終末に書い 

た児童の振り返り（一部抜粋） 
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ールを用いて情報を整理したり，分析したりする

良さを多くの児童が実感していたことがわかっ

た。 

２回目の提案授業の振り返り（図８）には，「た

め池を汚しているのは，人間の責任もある。」や

「自分にできることを僕なりに頑張りたい。」と，

新たな気付きと探究への意欲を示す記述が見ら

れた。また，他の児童の振り返りには，「問題を

解決してため池を守っていきたい。」や「これか

らみんなで解決策を考えて実行していきたい。」

など，次時の活動を見通し，意欲的に取り組もうとしていることのわかる記述が多くあっ

た。このような児童の思いや願いは，探究的な学びに必要不可欠なものである。 

前期単元における２回の提案授業において，協力教員のねらいとする授業を展開するこ

とができた要因は２つあると考える。１つは，思考ツールによって，児童の思考が可視化

され，操作できるようになったことで，児童同士の協働的な学びが促進されたことである。

もう１つは，思考ツールを手立てとして，どのような思考をさせたいのかという明確なね

らいをもって授業を構想したことである。このように，思考ツールを効果的に活用するこ

とができたことが，協力教員の意図をもった指導と児童の探究への意欲を示す姿の実現に

つながったと考える。 

（３）提案授業を振り返って 

協力教員とともに，「整理・分析」場面において，児童にどのような思考をさせるのかに

ついて協議し，授業を構想したことで，前時までにつかませたい情報が明確になったり，

次時の学習を意識したりすることにつながった。また，「整理・分析」場面を基点にして探

究のプロセスをつながりのある一連の流れとして捉えたことで，児童の探究的な学びの姿

と教師の意図をもった授業の実現に迫ることができた。２回の提案授業から，前期単元に

おける授業改善の目的であった「『整理・分析』場面が探究のプロセスの中心的な役割を担

っている」ことと「思考ツールが『整理・分析』場面の授業の実現に効果的である」こと

を確認することができた。この結果から，単元計画を見直す際に「整理・分析」場面に着

目することは，本研究の課題解決に一定の効果を期待できると考える。 

一方で，思考ツールを授業で活用する際に留意すべきこともわかった。児童同士で話し

合う場面において，思考ツールに示された視点に合わないと判断された意見については，

検討されていない様子が見られた。これは，目的に沿って多様な意見を集約するという本

時のねらいに即した行動であった。しかし，そのねらいを十分に児童と共有できていない

場合には，自分の意見が大切にされていないと感じ，児童の学習に向かう意欲を低下させ

てしまうことも考えられる。そのため，思考ツールを活用し，児童同士の話し合いを設定

する際には，その目的と思考ツールの使い方等について教師と児童間で共通理解を図るこ

とが必要であると考える。 

 

４ 組織的に取り組む単元計画の見直し 

（１）「単元見直しシート」を活用した単元計画の見直し 

前期単元の「整理・分析」場面の提案授業により得られた結果を踏まえて，現職教育を

実施し，後期単元の計画の見直しに取り組んだ。前半を本研究の概要説明，後半を各学年

の単元計画を見直す取組の２部構成とした。 

前半のはじめに学習指導要領を基にして，総合で重視されている探究のプロセスについ

て説明した。次に，実践例を参考にしながら，探究のプロセスの各過程における学習活動

において，具体的にどのような活動が適切なのかを教職員らとともに考えられるようにし

た。そして，探究のプロセスの各過程における学習活動を設定する際には，指導するねら

いと意図が児童の実態に合っているのかを十分に検討することが重要であることについて

も説明し，共通理解を図った。その後，所属校にある既存の単元計画には，「整理・分析」

場面の学習活動が明確に示されていない現状や，「整理・分析」場面の指導の難しさについ

図８ ２回目の提案授業の終末に書い 

た児童の振り返り（一部抜粋） 
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て筆者のこれまでの実践を交えながら述べ，本研究において「整理・分析」場面に着目し

て，単元計画を見直す意図を伝えた。 

後半は，３年生から６年生までの４つのグループに分かれて，既存の単元計画（表１）を

参考にしながら，各学年の単元計画の見直しに取り組んだ。各学年の担任を中心に学年に

関わりがある教職員を均等な人数になるようにグループ分けをすることで，複数の教職員

で児童の実態を多面的に捉え，それぞれの立場から多様なアイディアを出し合えるように

工夫した。互いの意見を交流する際には，単元を通して育てたい児童の姿や学習活動にお

ける児童の学びの姿を明確に意識することを大切にした。特に「整理・分析」場面におけ

る学習活動の設定では，児童にどのような思考をさせたいのかを協議し，児童の思考をよ

り活発に促すための思考ツールの選定を行った。このように，児童の学びの姿に応じて既

存の単元計画を見直し，探究の各プロセスにおける学習活動や学習の手立てに修正と改善

を加え，単元見直しシート（表２）に書き込んだ。表２に示すように，これまで見えにくか

った学習のねらいや教師の手立てが明確になったことで，誰もが具体的な授業イメージを

つかむことができるようになった。また，期待する児童の反応や発言まで想定することで，

より児童の探究的な学びの姿の実現に迫ることができるものとなった。 

 

（２）分析と考察 

  ア 組織的に後期単元計画を見直す取組について 

 単元計画を見直す組織的な取組にどのような効果があったのかを確かめるために，所属

探究の 
プロセス 時 ・児童の活動内容 ○教師の手立て ツール・リソース  期待する児童の姿・反応・声 

小単元１ ５ 福祉って どういうこと？ 

課題 

設定 
１ 

・パラリンピックの競技について知る。（動画視聴） 

○興味・関心が高まるように，パラスポーツの素晴らしさ

を味わえるようにする。 

・次時の体験活動のめあてと気をつけたいこと，視点を確

認する。 

パラリンピック

に関する動画  
目が見えないのにスポーツする

なんてすごい！ 

自分だったらこわくてできな

い。 

すごい努力をしてそうだな。 

情報 

収集 
２ 

･車いす・アイマスク体験から課題設定につながる情報を収

集する。 

○自分たちの普段の生活と比べるという視点をもちながら

体験に取り組めるように，めあてを改めて共有する。 

社会福祉協議会  段差を越えるのが難しいよ。 

歩くことがこんなに難しいなん

て考えたことがなかった。 

整理 

分析 
１ 

・２つの体験を通して考えたことをもとに，今後の活動に

ついて考える。 

○２つの体験から得た情報をＹチャートに３つの視点（感

じたこと・初めて知ったこと・もっと知りたいこと）で分

ける。その後，「もっと知りたいこと」に焦点を当てて，今

後の活動について考えられるようにする。 

Ｙチャート 

 

付箋 

体が不自由な人たちは，普段ど

んな生活をしているのかな。 

生活で楽しみにしていることは

何だろう？ 

普段は，どんなことに困ってい

るのかな？ 

まとめ 

表現 
１ 

・障害のある方々について，これから学習していきたいこ

とをまとめ，具体的な活動について計画表にまとめる。 

○「実際にお会いしたい」という思いを学級全体で共有で

きるようにする。「もっと知りたい」という思いが学級全体

に広がるように児童の声を大切にしながら進める。 

 
体が不自由な人たちは，普段ど

んな生活をしているのかな。 

何に困っているのかな？ 

実際に会ってお話を聞きたい

な！ 

探究の 
プロセス 学 習 の 流 れ 

 

 

表１ 所属校にある既存の単元計画（一部抜粋） 

表２ 単元見直しシートを活用して修正・改善された単元計画（一部抜粋） 

体験してはじめて気付くことがあった。障がいがあると，生活しにくいことがたくさんあるんじゃないかな。

人の助けが必要だと思う。障がいのある方達は，どんな思いで生活しているのだろう。  

情報収集  

整理分析  

課題設定  

まとめ表現 
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校の教師 24 名の現職教育に関する自由記述による感想を KH Coder（注１）を用いて分析

し，共起ネットワーク（注２）を作成した（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共起ネットワークを見ると，14 個の Subgraph（注３）に分けられた。全ての Subgraph

にある抽出語の結びつきと回答を照らし合わせて見ていくと，単元計画を見直すために実

施した現職教育に対して肯定的な回答が多い傾向を読み取ることができた。その中でも

Subgraph02 は，「単元」「計画」「見直し」「シート」「具体」等，頻出している語同士が共

起関係で結びついている。実際の回答と照らし合わせると「単元見直しシートには，単元

の流れや子供の声がとても具体的に示されていて，ゴールを意識した学びを構想できた。」

や「単元見直しシートで単元計画を考えることは探究のプロセスを意識しやすかった。」等

の回答があった。つまり，Subgraph02 から，「単元見直しシートを用いた単元計画見直し

は，学習を見通すことに効果的に働いた。」という趣旨の回答が多い傾向を読み取ることが

できた。 

もう１つ頻出している語同士が結びついている Subgraph05 を見ると，「思う」「シンキ

ングツール」（注４）「学び」「活用」「思考」が抽出語として現れている。回答を見ると「シ

ンキングツールを活用することは，全ての教科の深い学びにつながると思う。」や「シンキ

ングツールは子どもの思考に合わせることが大切だと思った。」等の回答があった。つまり，

Subgraph05 から「児童の学びや思考に合わせたシンキングツールの活用」に関する回答

が多い傾向を読み取ることができる。また，Subgraph04 にある「先生」に注目すると「先

生方と意見を交流できたことがよかった。」や「先生方と一緒に考えたことで単元計画が自

分たちのものになった。」と組織的な取組の良さに言及している回答が見られた。 

一方で，Subgraph03 には「難しい」と肯定的と捉えにくい抽出語が見られた。回答を

見ると，「改めて『整理・分析』の難しさと大切さがわかった。」や「『整理・分析』の場面

設定が難しかったが，単元のゴールまで見通して考えていくと適切な位置に設定できた。」

等の回答があり，「整理・分析」場面の設定や指導に難しさを感じながらも，教師らの前向

きな意思を読み取ることができた。 

以上の分析から，「整理・分析」場面に着目した組織的に単元計画を見直す取組は，教師

の意図をもった指導の実現に向けて有効な手段の１つになり得ると考える。単元計画の見

直しに当たって，「単元見直しシート」は，話し合いの土台として機能しており，話し合い

図９ 現職教育に対する自由記述による感想から作成した共起ネットワーク 
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の目的と方向性を明確にする役割も果たしていた。このことが協働的な話し合いを促進さ

せ，活発な意見交流につながったと考える。また，「整理・分析」場面に着目したことで，

話し合う論点が明確になり，課題解決に向けて円滑に話し合うことができていた。これら

のことから，「単元見直しシート」を用いた単元計画を組織的に見直す取組が，教師らの協

働性を高め，実践への意欲を高めることに効果的であったと考える。さらに，「整理・分析」

場面に着目したことで，探究のプロセスを意識した学習活動や手立てを明確にイメージす

ることができ，教師らの指導への不安も解消することにつながったと言える。 

 イ 後期単元「整理・分析」場面における児童の学びの姿について 

組織的に行った単元計画の見直しが，児童の探究的な学びの姿と教師の意図をもった指

導の実現に迫ることができたのかを確かめるために，前期同様，協力教員が担任を務めて

いる４年生の学級において授業分析を行った。前期では協力教員と筆者が協働して授業を

構想したが，後期は協力教員と所属校の教職員らが修正・改善した単元計画を基にして，

協力教員自らが授業を構想した。 

４年生の後期単元は，地域の福祉をテーマに学習を進めている。分析した授業では，「体

験活動から得た情報を分類したり，関連付けたりして新たな課題を見いだし，活動の見通

しをもっている。」と目標を設定し，単元を通して探究していく視点を明らかにすることを

ねらいとした。授業のはじめに体験活動から得た情報をＹチャートで「感じたこと・初め

て知ったこと・もっと知りたいこと」の３つに整理し，その後「もっと知りたいこと」に

ついて互いの意見を関連付けて今後の活動の視点を見いだすことを活動の中心とした。協

力教員が構想した授業がねらいに沿って展開されたのかを確かめるために，児童 28 名が

書いた振り返りを KH Coder を用いて，共起ネットワーク（図 10）を作成し，分析した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共起ネットワーク（注５）を見ると，６個の Subgraph に分けられた。それぞれの Subgraph

にある抽出語と児童らが書いた振り返りを個別に確認すると，Subgraph01，05 は学習内

容に関する記述であった。Subgraph02，03，04，06 ではこれからの学習に対する見通し

や意欲を示す記述が見られた。中でも Subgraph04 は，「知る」「自分」「人」「手助け」「不

自由」「体」の頻出している抽出語同士が強い共起関係で結びついている。振り返りと照ら

し合わせると「体の不自由な人たちに自分がどれだけ手助けできるのかを知りたい。」や

図 10 授業の終末に児童らが書いた自由記述による振り返りから作成した 
共起ネットワーク 
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「体の不自由な人の役に立てるように，手助けをして自分にできることがあれば手伝える

ようになりたい。」等の記述があった。つまり，Subgraph04 から「自分たちにできること

を知りたい。」や「手助けをしていきたい。」という趣旨の記述が多い傾向を読み取ること

ができ，児童らの探究への意欲が高まっている姿を捉えることができた。このことから，

協力教員はねらいとした授業を展開することができたと言える。  

授業の中で児童らは，「もっと知りたいこと」を書き出した付箋を操作しながら，協働的

な話し合いを通して，「今後，何を明らかにしていくのか」という視点を自ら見いだすこと

ができていた。このことが，学習の見通しを明確にし，探究への意欲を高めることにつな

がったと考える。 

一方で，本時の学習内容を示す Subgraph01 の抽出語の中に「難しい」が現れている。

児童の振り返りには，「意見をまとめることが難しかったけど，友達と協力するとできた。」

や「先生がいないと意見をまとめることが難しかった。これから自分たちで意見をまとめ

たり，整理したりできるようになりたい。」という記述が見られた。このことから，「整理・

分析」場面での目的に応じた情報処理に難しさを感じながらも，協働的に学ぶ良さや学習

に前向きに取り組もうとする児童の姿を読み取ることができる。  

以上の分析から，指導者のねらいとする授業が実現できたのは，単元計画を見直す際に，

児童の実態を多面的に捉え，学びの姿を的確に想定することができていたことが大きな要

因になったと考える。また，「整理・分析」場面の学習活動を設定する際に，本時だけでな

く，探究のプロセスをつながりのある一連の学習として捉え，「整理・分析」場面における

学習のねらいを明確にもつことができていたことも効果的に働いたと考える。 

（３）組織的に単元計画を見直す取組を振り返って 

児童の探究的な学びの姿の実現に迫るためには，教師らが協働して児童の実態を多面的

に捉え，探究していく中で何に関心をもつのか，どのように学んでいくのかを予め想定し，

単元計画に表すことが重要になることがわかった。また，教師の明確な意図をもった指導

の実現には，単元目標と育てたい児童の姿を基に，探究のプロセスをどのように進めてい

くのかといった指導のイメージを，教師間で共有することが重要になることもわかった。

さらに，組織的に取り組んだ単元計画の見直しは，教師の協働性を高めることについても

効果的であることがわかった。 

 

５ まとめ 

本研究において，提案した「単元見直しシート」を活用した単元計画の見直しは，教師

の意図をもった指導と児童の探究的な学びの姿の実現に迫ることができた。特に，「整理・

分析」場面に着目する過程では，児童の思考の流れを把握することが求められるため，必

然的に探究の各プロセスにおける学びの姿を想定することとなる。このことが，指導者の

意図をもった指導の実現に寄与し，児童の探究的に学ぶ姿の実現に迫ることができたと考

える。 

最後に本研究を通して，明らかになった２つの課題を基に今後の展望について述べる。 

１つ目の課題は，「整理・分析」場面における思考ツールの活用である。本研究において

「整理・分析」場面で思考ツールを活用することについて，教師の意図をもった指導と児

童の探究的に学ぶ姿の実現に効果的であったことを述べている。しかし，思考ツールを授

業の中に組み込むだけでは，不十分であると考える。それは，教師の明確な意図と児童自

身が情報を整理・分析する目的を理解していることが必須であるからだ。また，比較する・

分類する・関連付けるといった「考えるための技法」を意識的に活用することも求められ

る。この「考えるための技法」については，学習指導要領において「『考えるための技法』

を様々な場面で意識的に活用し，情報を整理・分析する学習経験を積み重ねることで，児

童は『考えるための技法』を様々な場面で活用可能なものとして習得することが可能にな

る。」（※５）と示されている。ここで記されている様々な場面には，日常生活や各教科等で

の学習が含まれている。つまり，教師も児童も総合に関わらず，教科等横断的に「考える

ための技法」を活用した学習を経験し，力として身に付けていくことが重要になる。 

２つ目の課題は，単元計画を見直す取組を今後も継続し，持続可能な取組へと発展させ
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ていくことである。2018 年の文部科学省における教育課程部会においても「総合的な学習

の時間の指導方法が個々の教師任せになったり，学校全体で取り組む体制が整っていない

など，学校によって差がある」（※６）と課題提起されている。本研究で提案した「単元見

直しシート」を用いた組織的に単元計画を見直す取組を今後も継続させていくためには，

教師一人一人の取組に対する有用感や充実感が重要になると考える。単元計画の見直しが

指導に対する悩みを解消したり，実践への意欲を高めたりすることができれば，教師にと

って必要感のある取組になると考える。そのためにも，単元計画を見直す取組の実施方法

や提案の仕方には一定の工夫が求められると考える。 

以上の２つの課題を解決していくためにも，「考えるための技法」の活用など総合だけで

なく教科等横断的な広い視点で児童の学びを捉えることと，「単元見直しシート」に改良を

加え実用性を高めていくことに取り組んでいきたい。そして今後も，更なる探究的な学び

の充実を目指して，研究を発展させていきたい。 
 

＜注釈＞  

注１ 樋口耕一氏によって開発された，自由記述による文書形式のデータに含まれる語を抽出語として  

   自動的に切り出し，データ全体を要約し，傾向を把握することができるソフトウェアのこと。  

注２ 単語が共通に出現する関係（共起関係）を円と線で表示した図のこと。頻出する語は大きな円で  

表している。また共起関係があると判断された語は実線でつながり合う。本研究では，ネットワ  

ーク図に現われる抽出語と素データの記述を照らし合わせることで，データの傾向をより的確に  

捉えることを試みている。  

注３ 関連性が高い語のつながりは Subgraph として，グループ分けされる。分けられたグループを見

やすくするために，筆者が囲いと番号を図中右上の Subgraph に対応させて，書き加えている。 

注４ 「シンキングツール」は「思考ツール」と同義として所属校では用いられている。 

注５ 特に共起関係のある語は実線でつながり合い Subgraph としてグループ分けされるが，その他の  

関係は破線でつながり合う。 
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